
神保公民館公式YouTube チャンネル「じじじチャンネル」ができました
神保情報満載の様々な動画をご覧いただけます
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撮影 : 横江富士夫

婦中ふるさと
ふれあいフェア

音楽花火 2023
 in JINBO 開催

　 令 和 5 年 10 月 21 日 に
神保公民館に於いて、神保
地区ふるさとづくり推進
協議会主催「婦中ふるさと
ふれあいフェア音楽花火 
2023 in JINBO」が開催
されました。

「GENTLE WIND」特別企画など
ふれあいフェア詳細はこちら

↓

ご家族で回覧してください

10月末世帯数：1,811世帯　人口：4,902人（男：2,368人　女：2,534人） 神保地区ふるさとづくり推進協議会
神保地区自治振興会　TEL 469-2497

第217号第217号コミュニティだよりコミュニティだより

神保→神保→神保神保　　今回は白文字黒ふちなので一つ細くした
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　「じんぼ未来会議」は、「地域コミュニティの維持・
活性化のために、ワークショップ（参加体験型講座）や、
まち歩きを行い、地域の未来像を話し合い、その実現
に向けた地域づくり計画（アクションプラン）の作成
を行うことを目的とします。
　地域の皆様で話し合う全3回の会議への参加者を
募集し、多様な年齢職業（小中学生含む）のおよそ60
名の方からの参加希望の申し込みがありました。9月
10日（日）事前説明会と進行役研修。講師の金子洋二
先生（NPO 法人まちづくり学校コーディネーター）の
講義「まちづくりワークショップとファシリテーター」
により、『じんぼ未来会議』を円滑に進めるための役
割について学びました。     
　10月29日（日）第1回会議では、参加者が9グルー
プに分かれ、「地域の未来を予測しよう」のテーマで
話し合い、グループごとに発表がありました。11月
25日（土）第2回会議ではまち歩き、1月27日（土）第
3回ではアクションプランの作成を予定しています。
次年度以降、「アクションプランの実現に向けた取り
組みを進めていきます。

　今回の実験は、今後の人口減少や少子高齢化を見据
え、地域と行政（富山市都市計画課）が連携して、「買
い物」「移動」「交流」をテーマに市民の暮らし全体を
支える身近な拠点づくりを考える社会実験です。社
会実験の名称を『神保ぐるっとおでかけＤＡＹ』とし、
神保地区センターを身近な拠点とし、計4回『社会実
験』を実施しました。神保地区センター内の部屋や芝
生広場を使って、「スマホ教室」、ふるさとづくり協議
会、西保健福祉センター、西地域包括支援センター、
食生活改善推進員、じんぼ児童館による「各世代を対
象としたイベント」を実施しました。
　令和6年2月に、今回の社会実験のコンサルタント
による検証結果が報告され、この検証結果を参考に、
今後地域として、「神保地区センターを身近な拠点と
した持続可能なまちづくり」に取り組むかについて、
地域の皆さまと充分に話し合いながら検討を進めてい
きたいと思います。　　　　　　

　6月18日（日）に開催された、婦中方面団消防操法
大会のポンプ車操法の部で、婦中消防所神保分団が、
見事に優勝を果たされました。日頃より、火災現場へ
の出動をはじめ、定例日や防火週間、年末の特別警戒
での火災予防の啓発活動など、神保を「安心、安全に
生活できる」地域にするために献身的にご尽力頂いて
いますことに、心より感謝申し上げます。
　最後に

　昨年度は神保地区誕生80周年を迎え、多くの
記念事業を実施させて頂きました。今年度からは、
100周年に向けて、自治振興会、ふるさとづく
り推進協議会、社会福祉協議会が協力し「みんな
で地域の未来を話し合い、みんなで地域づくりを
考える」新しい事業に取り組んで行きたいと思い
ます。

　神保地区社会福祉協議会主催の『敬老会』が呉羽ハイ
ツに於いて開催されました。神保地区在住の75歳以上
112名の方々が参加されました。ご長寿をお祝いし、
じんぼ保育園児の「GENTLE　WIND」体操やよさこい
披露、そして長岡すみ子さ
んの民謡ステージが行わ
れ、楽しいひと時を過ごさ
れました。

中山間地域話し合い促進事業
「じんぼ未来会議」開催

身近な拠点づくり社会実験
「神保ぐるっとおでかけDAY」実施

神保分団消防操法大会優勝

敬老会開催（９月21日）

敬老会「長岡すみ子民謡ステージ」

　日頃より、地域の皆さまには、地域活動にご理解ご協力を賜り、ありがとうございます。
　本年、神保小学校は、創校150周年、創立70周年の記念の年を迎え、10月21日（土）に神保小学校に
於いて記念式典が開催されました。藤井富山市長をはじめ立村富山県議会議員、横野富山市議会議員のご
臨席を賜り、また、長年にわたり神保小学校にご貢献された功労者の皆様、歴代の校長先生、神保地区の
各自治会や各種団体の代表の皆様にご参列を頂き、厳粛な式典となりました。神保地区にとり記念の年で
ある本年上半期の出来事について以下にご報告いたします。

神保地区自治振興会会長　浅野　宗久

　7月12日（水）夜から7月13日（木）朝にかけて、
線状降水帯の発生に伴う長時間の激しい雨により、神
保地区にも大きな災害が発生しました。夜遅くに、神
保小学校体育館に避難所が開設されましたが、深夜で
あったこともあり、自治会への連絡や災害発生への充
分な対応ができませんでした。
　この豪雨により、森田山斜面の崩落、赤江川・後家
川の越水による千里地内の住宅2棟の床上浸水と圃場
への土砂流入、赤江川・後家川・峠川の流木の堆積や
護岸の損傷があり甚大な被害がありました。
　このような状況を踏まえ、自主防災会では、11月
19日（日）に、神保公民館で自治会長および自主防災
会班員の参加により、災害に備えて、日頃の心構えや
防災についての関心と理解を高めてもらうことを目的
として、富山県防災士会の佐伯邦夫防災士による防災
講座「自主防災組織活動のてびき」を受講して頂きま
した。

　今年6月、富山中部スーパー農道沿いに設置の交通
安全啓発看板をリニューアルしました。経年劣化のた
め、富山西交通安全協会神保支部（支部長清水善蔵）
と協力し、地元企業10社に協賛頂き新看板を制作。
神保地区の交通安全意識の向上に貢献することが期待
されます。

　自治振興会の活動の大きな一つとして、地域の生活
環境の整備を進めるために、皆さんの要望を行政に
しっかりと伝える活動があります。
　本年も、国道472号の延長工事（千里交差点以南）
の早期完工について、富山土木センターから連絡があ
り、予定より早く工事が進行し、12月21日（木）に
開通式を行うこととなりました。

　今年6月、神保地区ふるさとづくり推進協議会前会
長の荒井聡司さんがお亡くなりになりました。昨秋開
催の記念式典より1年が経過したこと、合わせて神保
地区の活性化にご尽力頂いた荒井さんの功績を偲び、
有志により、神保公民館駐車場北西角の三世代交流モ
ニュメント横に、80周年記念の標柱を設置しました。

線状降水帯の発生 

交通安全啓発看板のリニューアル

国道472号の延長工事完工

神保地区誕生80周年記念碑

富山方面 砺波方面

2023年上期をふり返って
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神保冬の文化祭協力のお願い
　来年２月４日に開催する「神保冬の文化祭」では、神保小学
校が今年度創校150周年記念の年であることから “ 神保の歴
史 ”をテーマにした写真展を開催します。
　神保地区の昔の写真を集めてモノクロ写真はカラーにして展
示することを企画しております。
　つきましては、神保の昔の写真を地区の皆様より下記内容に
て収集させていただきたく存じます。
【募集期間】
2023年12月10日から2024年1月10日
【写真】
過去の神保の様子がわかるもの
モノクロ・カラー問わず
大きさL版以上
【受付場所】
神保公民館または各自治会長まで

　9月24日（日）、第65回神保校下住民
大運動会を開催しました。新型コロナウ
イルス感染症拡大の影響を受け4年振り
の開催となりましたが、多くの住民の皆
様にご参加頂き、晴天のもと、競技を通
じて地域内のコミュニケーションを深め
ることができました。

　今年で５回目となる神保冬の文化祭
特別企画 Instagram フォトコンテス
ト「神保フォトギャラリー」を開催中。
入賞者には大賞２万円商品券など豪華
賞品をプレゼント。たくさんのご応募
おまちしております。応募詳細は下の
QRコードからアクセスして確認して
ください。

お問い合わせ
　神保公民館　☎076-469-2497

神保校下住民運動会開催

編集後記
　早いものでもう師走を迎えました。
新型コロナウイルスは感染症５類に
移行され規制が緩和し、市中に活気
が戻ってきていま
す。
　来年は辰年、ど
んどん勢いを増し
て活気のある年で
ありますように・・・モノクロ写真がカラーで蘇ります

神保フォトギャラリー
応募要項

Instagramフォトコンテスト
第５回神保フォトギャラリー


